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現 透明性の高い経営に努め、財務効率の改善を進める。

中 なお、財務運営の効率化については、次のとおり目標値を設定する。

期 設定内容 目標値

目 財務運営の効率化 運営費交付金を充当して行う業務は、少なくと

標 も前年度比１％縮減

素 透明性の高い経営に努め、財務運営の効率化を図る。

案 取組を進めるに当たっては、運営費交付金を充当して行う業務に係る

修 経費（研究関連経費を除く。）を少なくとも前年度比１％縮減する。

正 なお、運営費交付金については、少なくとも平成２６年度比５％縮減

案 を計画的に行う。

【考え方】

○ 第２期においては、引き続き財務運営の効率化を図るが、試験研究機関の根

幹をなす研究関連経費（研究費、研究職員及び研究支援職員人件費）について

は効率化係数（△１％）の対象としない。

○ 中期目標期間中の運営費交付金総額については、毎年度、４～５億円の剰余

金が生じている実態に鑑み、少なくともＨ２６年度交付金額の５％相当額（約

７億円）縮減を計画的に行う。

【効率化による交付金削縮減イメージ】

△１％ H26年度比５％減部分(約7億）
△１％ （「なお書き」部分に相当）

△１％
△１％ 斜線部分は前年度比△１％

△１％ (一般管理費、事務職人件費）

H26 H27 H28 H29 H30 H31
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